
平成２６年１０月作成 釧路農業改良普及センター 

 生活目標を実現するために必要な所得

   ･生活を充足・充実させる費用 乳代・個体販売 など  技術力＋経営力

   ･将来の準備金(教育・老後)

 営農準備金(負債元金) 飼料費など生産費用

支払利息　など 目標達成！！

　　図１　　所得を得るための営農計画の樹立とその進行管理

　①　収入計画

所得を得るための営農計画樹立

　②　支出計画

　　進行管理

今
年
の
実
績
点
検
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年
度
の
営
農
に
向
け
て 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

(
１)  

実
績
の
点
検 

酪
農
経
営
は
、
毎
月
莫
大
な
お
金
が

出
入
り
し
ま
す
。
ほ
場
作
業
が
一
段
落

し
た
こ
の
時
期
、
今
年
度
の
実
績
か
ら
、

計
画
の
見
込
み
や
達
成
状
況
を
確
認
し

し
ま
し
ょ
う(

表
１)

。 

乳
検
成
績
や
組
勘
実
績
な
ど
様
々
な

情
報
か
ら
実
績
を
点
検
す
る
こ
と
に
よ 

 

 

っ
て
、
改
善
点
を
客
観
的
に
把
握
し
、

次
年
度
の
営
農
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

（
２
）
次
年
度
の
営
農
計
画
樹
立 

経
営
に
対
す
る
価
値
観
や
経
営
環
境 

     

                  

  

は
農
家
戸
々
に
よ
っ
て
異
な
ま
す
。 

 

大
切
な
の
は
、「
家
族
の
生
活 

目
標
実
現
に
必
要
な
所
得
を
確
保 

す
る
」
と
い
う
視
点
で
営
農
計
画 

を
樹
立
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し 

ょ
う
か(

図
１)

。 

営
農
計
画
樹
立
に
あ
た
っ
て
は
、 

次
の
こ
と
を
想
定
し
ま
し
ょ
う
。 

① 

労
働
力
と
経
営
規
模 

② 

分
娩
予
定
頭
数 

③ 

自
給
飼
料
の
確
保
と
品
質 

④ 

機
械
施
設
の
償
却
・
更
新 

⑤ 

資
金
調
達 

 

⑥ 

臨
時
支
出 

⑦ 

飼
料
や
生
産
資
材
な
ど
の 

価
格
変
動 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

３) 

基
本
技
術 

所
得
向
上(

確
保)

を
図
る
上
で
、 

基
本
技
術
は
不
可
欠
で
す(

図
２)

。 

す
な
わ
ち
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の 

良
い
飼
料
を
確
実
に
食
い
込
ま
す 

こ
と
。
飼
養
環
境
、
繁
殖
及
び
乳 

質
の
向
上
で
す
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
経
営
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、 

酪
農
は
こ
う
し
た
技
術
の
上
に
成 

り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
、 

よ
り
よ
い
経
営
を
確
立
し
ま
し
ょ 

う
。 

 
 

　実績 　点検に必要な情報元

　乳検成績・授精台帳

　乳検成績

　バルク旬報

　粗飼料の確保量

　粗飼料・土壌分析結果

　診療記録

収　入  出荷乳量・乳代、個体販売顎

 飼料費など生産費用

 賃料料金や支払い利息額

 臨時支出の有無とその額

何が判るか

支　出

表１　実績点検から判ること

技
術

面
か

ら
点

検

　組勘実績

か

ら
点

検

経

営
面

　事故や疾病発生の多少とその内容・顛末

　サイレージ品質・ほ場養分の蓄積

　分娩間隔・授精回数・不受胎牛

　個体乳量と乳成分

　衛生的乳質(体細胞・生菌数）

　ロール数・バンカー詰め込み量・収量

基本技術 改善効果 経営効果

栄養バランスの良い飼料を過不足無く，

飼そうへの掃き寄等により確実に摂取させる
疾病・事故減少

図２　計画達成のための基本技術

　

(

収
入
・
所
得
の
増
加

）

営
農
計
画
達
成

快適な飼養環境

(牛床・換気・暑熱・消毒など）

 〇　搾乳頭数・後継牛の確保

発情発見と記録・適期授精･妊鑑

正しい搾乳手順・搾乳機器の洗浄・

殺菌徹底・定期点検、乾乳軟膏の使用

衛生的乳質向上

(体細胞・生菌数)

 〇　廃棄乳減少　

受胎率向上

 〇　廃用・淘汰頭数の減少

 〇　家畜共済掛金の節減

 〇　個体販売の増加


